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石川町の
地質と土砂災害を知ろう

石川町防災講演会



お話の内容

2

１．土砂災害の種類と事例
２．地名で分かる土地の性質
３．石川町のハザードマップ
４．石川町の地質と地形

そして災害
５．防災活動と避難行動

～助かった事例～
６．まとめ

OYOくん
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土砂災害の
種類と事例

ジオリーナ



土砂災害の種類
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土砂災害 ３つに分類

①急傾斜地の崩壊
・崖崩れ､土砂崩れのこと

②土石流
・急な谷･渓流から大きな
岩塊や土砂が、水と一緒
に一気に流れ下る

③地すべり
・広い範囲が繰り返し動く



急傾斜地の崩壊

5

令和元年
台風19号

※傾斜が30°以上である土地が崩壊する自然現象



土石流
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令和元年
台風19号
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地すべり
※土地の一部が地下水等に起因して滑る自然現象又はこれ
に伴って移動する自然現象

地すべり



土砂災害の令和２年度の発生件数
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国交省砂防部 災害速報 より



令和元年台風19号による土砂災害
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国交省砂防部 台風19号の被害速報 より

・福島県は144件
・石川町では洪水が発生
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地名で分かる
土地の性質
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例） 河内・川内・河中
◆読み方：かわうち・かわち・こうち
◆土地の性質：
・川の近くの低地
・洪水が起きやすい
・湿気が多く、地盤が悪い

◆具体的な場所
・河内（かわち）：大阪府
・高知（こうち）：高知県

こうちやま こうちやま こうち

（河中山⇒高智山⇒高知）

地名で分かる土地の性質
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例） 河内・川内
◆読み方：かわうち・かわち・こうち
◆土地の性質：
・川の近くの低地
・洪水が起きやすい
・湿気が多く、地盤が悪い

◆具体的な場所
・河内（かわち）：大阪府
・高知（こうち）：高知県

こうちやま こうちやま こうち

（河中山⇒高智山⇒高知）

地名で分かる土地の性質



災害に関係する地名（低地）
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参考資料：「技術ノートNo.39」東京都地質調査業協会
「地名は災害を警告する」遠藤宏之

漢字 意味 災害 石川町の例

谷、津、池、沼、深
阿久津、河内

低地
湿地

洪水
（液状化）

谷津、谷地、深谷

久保、窪 窪地
清水窪、達中久保、
広久保、長久保

井、清水、川 湧水 川井､川前､小和清水

赤、須、沢
水が
集る所

洪水･土石流
赤羽、須沢、谷沢、
菖蒲沢、渡里沢



災害に関係する地名（山地）
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漢字 意味 災害 石川町の例

日向 傾斜地 崩壊 大日向

禿,腰 崩壊地 崩壊･地すべり 禿山、舘ノ腰

鼻,花 先端 崩壊 竹ノ花

福,押 土が供給される所 崩壊･洪水 福田

参考資料：「技術ノートNo.39」東京都地質調査業協会
「地名は災害を警告する」遠藤宏之

一般的な可能性がある地名
の解説であり、石川町の地
名の由来が必ずこうだとい
うわけではありません。
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石川町の
ハザードマップ



石川町ハザードマップ
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土砂災害警戒区域
赤：急傾斜
橙：土石流

山橋地区
～中谷地区



石川町ハザードマップ
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土石流

急傾斜

・土石流の発生の恐れがある箇所

いずれも

◆人家が５軒以上ある箇所 が指定

・傾斜30°以上
・高さ５ｍ以上



指定された区域以外にも・・・

18



傾斜30°以上の斜面を抽出すると
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指定箇所以外にも
同じように急な斜面が広がっている
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石川町の地質と地形
そして災害



＜ ＞
・地下深くでマグマがゆっくりと
冷え固まってできた火成岩。

・結晶がよく分かる「御影石」。
・風化すると砂状になり「まさ」
と呼ばれる。浸食されやすい。

＜ ・ ＞
・花崗岩のマグマが地下に入って
きた際に、元々あった岩石が熱
と圧力で再結晶した変成岩。

・片岩は縞模様が特徴で、風化す
ると薄く割れやすい。

・片麻岩は、花崗岩に似る。

＜ ＞
・阿武隈川が現在よりも高い場所
を流れていた際に山地を削り、
平らにし、砂礫などを堆積させ
てできた地層。

20万分の１シームレス地質図：国立研究開発法人産業技術総合研究所
https://gbank.gsj.jp/seamless/v2/viewer

石川町の地質
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地表面

開いた亀裂

閉じた亀裂

「まさ」
・ネジリ鎌でサクサク削れる

・風化のし残り「コアストーン」

花崗岩の風化と特徴
花崗岩の風化

・砂状の「まさ」になる

・硬い「コアストーン」
が残る
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板橋

高野付近



「まさ」は流水で削られやすい風化が進むと強度が低くなり、崩れやすい

花崗岩の風化と特徴

大日向板橋
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野木沢地区

石川地区

母畑地区

中谷地区

山橋地区

沢田地区

＜特徴＞
・アルミ箔をクシャクシャにし
て広げたようなシワシワな地形

・北須川、今出川、飛鳥川沿い
は深い谷

地理院地図：国土地理院
https://maps.gsi.go.jp/ 

阿
武
隈
高
地

中
通
り
低
地

石川町の地形
高 さ
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シワシワな地形の特徴
山橋地区 南山形周辺
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山の高さ30-50ｍ

山頂は丸く
斜面の下が急

谷幅が狭い

谷の傾斜が1°以下



６地区とも よく似た地形が多い
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裏山の状況
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＜花崗岩＞

＜堆積した土砂＞

＜まさ＞

イメージ図

◆花崗岩「まさ」が分布
・砂状になると崩れやすい
・流水により流されやすい

◆山の高さが30～50ｍ
・傾斜30°以上の斜面が多い

◆山裾に人家や道路がある
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裏山の状況

＜花崗岩＞

＜堆積した土砂＞

＜まさ＞

イメージ図

大雨が降ると･･･

◆まさの部分が崩れるかも！

◆指定箇所以外でも斜面が崩れるかも！

◆家の裏だけでなく避難経路も！

◆１階の方が２階よりも危険



・山頂付近は急な斜面
崩壊の発生

崩壊

＜中谷地区 谷沢付近＞

＜土石流のメカニズム＞

・谷の出口に水田よりも高い場所
堆積域（扇状地ができる）

・傾斜10～20°の谷
流下域
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深い谷の特徴＝支流で土石流の危険性



野出ノ内･坂路 付近
・扇状地に集落発達

土石流のハード対策
砂防ダム

中谷地区
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・この沢では、砂防ダムが
設置されている。

・しかし、全ての指定地に
砂防ダムが作られている
わけではない。
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防災活動と避難行動
～助かった事例～



・2階に垂直避難
・人的被害はなし
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国交省砂防部 避難の成功例より

助かった事例
２階への垂直避難により難を逃れた住民 （岡山県新見市）

令和元年９月３日

状 況
･17:20 降り始め
･18:30 土石流発生

約1時間で100ｍｍの大雨
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国交省砂防部 避難の成功例より

助かった事例
避難行動や呼びかけにより命を守った地区 （愛媛県松山市）

自主防災組織による見回り
・人家11戸は全半壊
・住民は全員無事

高松地区は
･事前に地区防災計画を策定
･住民たちで見直して備えた
･計画に沿った行動で命を守った



土砂災害から命を守るために
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• ハザードマップの内容を知る。

• 身近な注意箇所を地域で把握する。

危険な場所を知る

• 平常時に避難方法を考える。

• いつ・どうなったら・どこへ・どうやって逃げるか。

避難方法を考える

• 防災気象情報や町が発令する避難情報（テレビ、
インターネット、防災行政無線、防災ラジオな
ど）から、避難する判断を自ら行う。

情報を入手して避難する



避難方法を考える

・石川町：防災マップの配布・地区説明会や講演会の開催

・各地区：自治会、自主防災組織で話し合う

・各家庭：ふくしまマイ避難ノートを活用する
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・いつ（どのタイミングで）

・誰が

・何をするか



話し合う内容の例

◆自治会・自主防災組織では・・・
・日常の見守り、危険個所の確認
・防災訓練、避難訓練の実施
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◆各家庭では・・・
・避難場所、持ち出し品など、
平常時から準備、確認しておく
・避難先の確認
（避難所、親せき宅等）
・積極的に避難訓練に参加する



自治会の計画の例
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気象庁

役場

自治会 各家庭



ふくしまマイ避難ノートの紹介

38福島県 ふくしまマイ避難ノート より
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まとめ



まとめ

40

１．土砂災害の種類と事例
・急傾斜地の崩壊
・土石流
・地すべり

２．地名で分かる土地の性質
・昔の災害の伝承

３．石川町のハザードマップ
・急傾斜と土石流が多い
・傾斜30°以上の急な斜面が広く分布
・指定箇所以外にも注意が必要



まとめ
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４．石川町の地形と地質そして災害
・花崗岩が風化した「まさ」は崩れやすい
・町共通のシワシワ地形では崩壊
・深い谷の支流では土石流に注意

５．防災活動と避難行動
～助かった事例～

・平常時に避難方法を考えること
・自治体、自主防災組織の活動
・避難訓練
・ふくしまマイ避難ノートの活用
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ご清聴 ありがとう
ございました


